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冬休みに向けて、学級や学年で指導しています。 

 ２週間の冬休みを迎えるにあたり、学年（学級）ごとに生活面や学習面について指導して

います。下の写真は、１年生教室での様子です。冬休みのしおりやスライド資料を見ながら、

担任の先生の話を熱心に聞く姿がみられました。特に心配している内容を太枠にまとめてい

ます。社会や学校のルールを守り、安全・安心な冬休みにしてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武雄市立武雄中学校 

生徒指導だより 

注意すべき３つのトラブル 

①お年玉に関するトラブル 

＊どんなに仲が良くても金銭の貸し借りをしない。使い道に関して、無駄遣いや消費癖に陥る

ことがないようにする。 

②オンラインゲームに関するトラブル 

＊利用前に、保護者と話し合い（約束）をする。過度な使用、高額課金などの問題が発生し、

問題になっています。 

③ネットに関するトラブル 

＊個人情報が分かる画像やメッセージを SNSに投稿しないことや LINE等でのメッセージの

やり取りには十分注意をすること。また、不確定な情報に流されない。 

安全な生活を送るために 

①交通安全に努める。 

＊交通マナーについて、これまでも地域の方から心配する声をいただいています。 

②遊技場（カラオケボックスやゲームセンター）へ出入りしない。 

③危険な遊びをしない。 

④午後５時以降の外出はしない。 

⑤友人宅への外泊はしない。 

＊特に、④，⑤について、常習化すれば、中学生の本分から外れ、取り返しのつかない結末に

なりかねません。深夜徘徊や外泊が原因で、喫煙・飲酒にもつながっていきます。 

３組 ７組 ６組 



冬休みに向けて、資料をお渡ししています。 

①冬休みの生活についての保護者への依頼 

 冬休みは、家庭で過ごす時間が増えるため、家族の一員としての役割を果たす良い機会

と考えています。冬休みの生活が有意義なものになるように、【資料①】をご一読いただき、

ご家庭で、話をしていただければと思います。 

②いじめのサイン発見シート・心の相談窓口 

 本校では、いじめアンケートを毎月実施しています。「いじめは、どの子供にも、どの学

校にも起こりうる。」という認識のもと、いじめを許さない学校づくりに取り組んでいます。

いじめの認知や対応には、保護者や地域の理解が大切となります。不安なことがあれば、

ご家族だけで悩まずに、学校に相談されたり相談窓口を活用されたりしてください。詳細

については、【資料②】を参考にされてください。 

③ネット時代の落とし穴（佐賀県中学校生徒指導連盟） 

 スマホやタブレットだけでなく、ゲーム機においてもネット利用が可能です。フィルタ

リングやペアレンタルコントロール機能を利用することで、ネットの使用制限をすること

ができます。【資料③】には、各社の HPが紹介されていますので、子どもと話し合いをし

ながら活用することをお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料①】        【資料②】           【資料③】 

生徒のみなさん、覚えていますか。 

 ５月に、新型コロナウイルス感染症に

関連する偏見や差別について、日本赤十

字社から配信されている資料や動画を見

ながら指導しました。憶測だけで根拠も

ない発言、人を遠ざけようとする発言は、

周囲の友だちやその家族を大きく傷つけ

てしまいます。適切な行動をとることが

できる人であってほしいと思います。 


